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 淡水魚の病害と対策

 /、弓おじらみ(ちよう、病
 病原生物は晩脚類の一種Alrg皿1usjaponj.cu冒で金魚、鯉、射等の圭仁温

 水性の魚1こ寄生して病害を与える。魚に宇生すると吸管上顎で体液を.琴収して
 毒液を出すので魚の表皮を損傷し、ひどいのは余病を併発する。梅雨期に多く
 発生する。一駆除法一従来こ6害虫の駆除は、冷水浴1こよる方法とピンセ
 ットーなどで取除くか、またはユ5系の食塩水か、除虫菊浸出液の3系が使用さ

 れていたが、いずれも完全な効果をあげることができなか'った、鹿本試大口養
 魚場ではBHCによる予備試験を行左つたがこれによると戸HC5第水和剤

 }/三万(水ユOelこ5実水和剤ユチ)暑こ浸漬した結果ではユO分間後に害虫は
 全部魚体から離脱し間もたく死滅したという。しかし稚鯉の'部は1時間後に
 .衰弱横臥したが、真水に移したらすぐ回復したという。またソイ1000万では
 10時間後に害虫の活動は止まり徐々に死んで行くが、%OO万以下の濃度で
 あれば魚には変化なく、逆に害虫は死滅するどい行目また神奈川県水指では

 ユ/ら00万のBHC液を1ヘクタールの試験池に均一に撒布し・1風夜経過後鯉
 を取りあけたとこち嵜生虫はユ尾も認められず、魚体えの影響もなく、かつ寄

 生虫者こ11る赤1=亜:;㍗.屯ろ目1三とで1・ij尖し{。1.し・弓。また薬剤撒布後の池中Pユa-
 nk[Onの枯死等による水質の変tもなく、餌付も良好となつて.ユ週間で完全
 書こ.鯉は健康を回復したとい弓。

 2、白雲病

 病原は鞭毛虫の一種コステイア虫(Costiamoatrix)巧体表や総に寄生
 し、その刺激ξこよって病魚は著しく粘液を分泌して白雲状を呈するのが特徴で

 ある日コステイア虫の分裂増殖は急速で、大形魚てユ～2週間、小形魚では2

 ～3日間て全度腐が犯され適切な処概がなされないときは蜷死を免がれない日

 一防除法一・2・0川a5案の塩水浴を2～3回、重症.魚は隔日に同じ濃度一の

 塩水を4～5回反覆するとよい。

 3、ギロゲクチ〃ス病とダクチロキルス病

 いずれも単世代に属する吸虫の外部寄生による疾病である日前者は皮膚や銀
 に寄生する。後者のものも鰍に寄生する病気である。キ・ロダク≠ルスが寄生す
 ると魚の体色がアセ体表は粘液で覆われてくる口擁は裂けて軟条は露出し、そ
 の基部に発赤が認められる、また一般に呼吸は早くなる。鰍に嵜生すると鯛一は
 肥大し、呼吸時には口を大きく開くよ弓になる。このような症状になると致命

 的で強い薬局処理を施しても皮膚寄生の場・台ほどの効.果は駕られたい巳

 一防除法一効果的な駆除法としては、ホルマリン(白色沈澱σ)ものは有毒

 であるから使用してはカ:らない)のユ/ユ00万液を原液としてそのユ容に水ユO00
 容を加え、できるだけ酸素を供給して病.魚を水浴させる。この液の効果は経過



 .するにしたがって薄くなるあで、3日後に薬液の半分を捨て㌧水を加え再び原
 液を同じ割合号こ加えて水浴を反復する。またブンモニ7の%000液に15分
 間水浴させるのも効果がある。またメチ1ノンプ1ルー工容をa000容の水に加
 えて用いるのもよい。

 4、一白・点病

 病原虫1ま原生動物の織.毛虫琴に属する工。舳～ophthirius皿ultifillii日
 1でこ.の病害岬候不順なところ1こ最も起りやす/㌧最初は背鰭・尾触に白点
 虫が寄生L、一丁度自コ・マを撒いたようとたり大型の今ので胴位の白点が散在
 する上うになる。魚は三の白点虫に刺激されて皮膚から精液を分泌して甚だし
 きは皮膚下を縦横1と貫血して表皮は破れて多量の粘液と血液とが浸潤してその

 ・..'法泉水中の.カーピ菌がつき時には筋肉率でタダ{白点病の発生ぽ大体高水温
 占り低雌のとき発生する.一したがって春に発生したものは水温が段々高くな
 るので治り・寺すいが、秋から冬とかけて発生したものは治療も・なかなか困難で

 亭る。.一一.一坊雛丁無法に一村/ミている病原虫は薬品1こ対する低抗力が強いの
 で、一太中に一泳いでじ1る時代の些較的雫い時期に原虫を減殺する必要赤あ糺
 し壬'カ1つで普通1週間～ユO日位.か㌧つて駆除する根気が必要である。防除の

 一鈷ユ1キ'水温をξ・℃以上に細ること、・'次にこの病原虫は塩昨対する抵抗カ
 ーら…一弱いの'て病患を2劣位一〇食塩水で拭くことな二㌔二.一県;う=ムるが、
 一一座十に潜入亡{ものは駆徐が困難であるのでO-5第位あ食塩水で魚を飼って気
 長に治療するとよい自子防剤として特に金魚や熱帯魚一等に用いられているのは
 次の処方がおる。

 水ユ4・師酸キ・一ネ0・・㍑・アクリフラビン(工㍑)ユO㌃つ;.
 一塩エサジ以上Iの混合液を水ユ。ε.8にユ滴の割合で加え上もの。

 5,I一とろボぶり病(栄養障害)
 ど主かぶり病は流水養鯉に罹病しやすい。春季生蛎等の脂肪性の多い人工餌

 料を投与し過ぎると奏病する傾向ぷある。詳細なことは不明であるがビタミン
 欠乏による栄養障害によって起るとされているが、初期症状は皮膚面1こ白雲状
 の斑点が現,われ、次第に漫延してけって乳白色となり、後には皮膚が剥離する。
 この剥離した患部にはやがて水生菌が寄生繁殖し、日時の経過と共に菌糸が浮

 泥、植物Iプランメトン等の着生て丁度泥をかぶったようになることからこσ⊃病
 …名がつけられたよ『でIある。一坊徐法一軽症な屯のは一時投餌を控えあろ

 一いぼ中I止一してイトミミズ、アカボゥプヲー等の天然餌料を与えたり、また米糠、
 ・新鮮な植物性餌料を混用すれば治癒する。特に水生菌の寄生繁殖は病勢を促進

 せしめるの一でこれが防除に留意する必要がある。

 6、凍傷症

 冬季または春先の水温が不安定な。頃、水温の急変によって起る症状てI、表皮

 組織か壊死一を。起し・て最初は白点を示すが次第に真皮を露出する。二次的に細菌、



 水生菌その他の微生物に汚染されるよ弓1こなり繋死する。一防除法出夏季
 の成育期に頻繁に水換えして皮膚の水温に対する抵抗力をつけておき、秋には

 脂肪の少ない餌を与え、冬期十分な冬囲いをすれば発病することはない。

 7、キロトン・病

 越冬後の小コIイ、キンギョに発生しやすい。病原虫は繊毛虫のC上iユ。aonG-

 1ユacypriniの寄生によるもので白雲病原虫と混合寄生している場合もある。
 一防除法一.1.5～2・5垢の塩水浴をエ5～9G分間、こ一れを2㍗3日反復

 するか、塩酸キ=一ネのユ/3万～ユ/5万液で白点病に対す・る処置と同様:…す
 るとよい。

 8、ガス病(気泡病)

 これは水中に溶けた藪素ガスの過飽和が著しいときに、これを呼吸した魚の

 血液中に酸素ガスの小気泡が遊離し、一これが蜷の末端など毛細管につまって丁
 度火ぶくれ状態になるもので、これに罹った魚は水面に浮き、箱は一破れて甚だ、
 しいときは、さ』くれだってしまう。原因としては水中に繁殖した藍藻や緑・藻

 が濃密の場合、夏季日中の直射日光を受けたとき等に発生しやすい。
 一防除法・」病魚は低水温の水中に・移せば簡単に恢復する。.また範の損.傷・も
 Llニニらく・;一三.と恢復してくるオ1、、莫融がはっきりしているから、池.水・⊃水色が

 濃い緑・色の場合は注水して薄めるとか、Iまたは池に日一擾いずれは予防できる。

 鯵化稚魚で卵黄を吸収するか・し一ないかの頃に一種のガス病が発生一レや.すい。
 すなわち日射の峻いと二腹椛ζ肉眼でもわかる。気泡がたまって腹を上二して水

 臨1こ浮いて時々ピクピク動いているが、ひどくなるとこ・れが破裂し死ぬことが

 'ある。これは酸素飽和1・こよるもので、前述の措置によって恢復できる旦.一また深

 い一姫り抜き井戸水を用水とする場合酸素が少な.くて過剰の窒素.ガスによって気

 泡病を起すことがある。このような用水は暴気等によって酸素注入と・過剰.な窒
 素1こよろ害をなくするよう注意しなければならない目ガス病となる飽和度は酸

 素300第以上、'窒素ユ30完以上で発生しキずく、このよ弓なガス過飽和状I

 態が続くと数日の『ちに頭部.頂部、鮒等に気腫あるいは気泡が生じ、そのた
 め眼球突出、内出血、腹部膨張などの重症となり蜷死する。

 9、鞠1腐れ病
 これは下等なカビに属するBrancセlioコ。yc'I…sユ8migrまns,]ヨ,Sanguir1is

 などが鯨組織に侵入して急速一に繁殖して鋼の大部分は血管'と隔離されて郷の組
 織が破塚さ:;一もるため窒息死するものである昌高水温期まえば有機物の腐敗め一多

 い池に発生しやすく、特に梅雨期頃から夏1こ向って当本魚の槌名前後の稚.魚に

 一躍りゃすい。この病一害は鯛の組織がおかされ、そのため鮒蓋がふくれあがるこ
 とから一名'「期はれ病」とも■乎ばれるコー防除法一だかなか難かしい病気

 であるが、軽症なものは流水にて静養さ世るか、2采食塩水液、或いはO一一05
 完の過酸化水素液中に反復水浴すると治癒する。また餌止め前と餌付け後に数



 日間サイアジン、ローメノン等のサル7ア剤を.魚体一重ユ佃当りユーOO～ユ50盟g
 を旦目の投薬量として餌に混和して与えると発病防止の効果があるようて1ある。

 /0、水生菌病(水かび病、線かぶり÷すれ病)
 養鰻池には約ユ0数種の水かびが周年存在するが、そのウナギに寄生して甚
 大な被害を与'えるものはSapro18gniapara叫は。aの一種である旦流行期
 は3月下旬川5月上旬の春先の水温ユ5℃前後のときである。水温が」二昇して
 2'O℃近くになれば普通急速一に病勢が衰えて常態に復する。尤も春季に眼らす
 晩秋水温が低下してくるとき1こも病魚の発生を見ることがある。業者の言によ
 ると晩秋の池換え後は必ずといってよいほど病魚の発生があるとい㌧病魚は
 頭部(特に吻端附近)尾部(特に尾端附近)或いは躯幹部等に水カビが寄生し
 水面をカなく浮游しており、個体1こよっては数日後水カビがとれて自然恢復す
 るものもあるが、多くは数日にして死ぬ、仁うである。病魚がみえる間はウナギ
 は餌場1こあま・り集まらないし、また摂餌もしなくなる。流行期間は比較的短か
 いが、.そ.の短かい期間に大きな損耗を与えることが特徴である目
 一防除法'水生菌り扮走子はマラカイドグリ'ン(.Malaohiteg「een
 シュウ酸塩)・%。万液に・・分、%。万液1こ・吋一、%・万～ユ4。万液
 ・に・・～け分・間浸漬すると死滅するバた薔糸はX。。ガソユρ・・万(ユ
 11jpm～O・二一;p:ll)1=こ=てその生育は阻止ポて1乍走子形成1いτたわ三ピピ.・。マ、r
 イドグリーンのウナギ1こ対する安全濃度は長時間浸漬の場合シラスウナギ=で

 ユ/。。万、ユ州上のウナギで%。。万て短時間浸漬ではシラスウナギ
 ユ/;O万でエ時間、1分以上で2時固以内なら安全とされている。またマラカ
 イトグリーンを直接池に撒布消毒するには、水中の植物性フ.ラ!タトンに吸意

 されることを考慮して池水掻のエ/…O・C万.～%OO万にたるようにする。あら
 かじめ樽その一也'に準備し、撒布後は池全面に均一になるように復水機、ポンプ
 等によって池水の塊料を行なう。水カビが発生したものを駆除することはむろ
 ん大事であるが、むしろこの種病菌1こ対しては予防措置によって未然1こその発
 生を防止することが必要である。つまり晩秋冬期池換え11寺に池底の清掃消毒、
 春先き病一魚の発生しないうちに池水の消毒、特に春先き種苗を放養するとき1こ
 はこれを消毒剤に浸贋した後放養するといった予防処置が肝要で・ある。水生菌

 の有無の予知法としては水温下降期一の晩秋から麻の実や、スルメの小片を池中

 に懸垂・しておき、水生菌の措・生を調べ、その結果1こ基づいて防除策を樹てると
 よい。経口薬として餌料に混合して投与するのにビタミンE剤の使用も効果が

 ある。これはウナギ放養母のユO第の給餌量(生魚の挽肉、としてこの給餌量

 にユ完のV・E剤を添加する。ウナギ=の線かぶり病について江草は現在いわれ

 ている病原はウナギの皮膚に水カビ(水生菌)が寄生して起り、そのためウナ

 ギは死ぬとされている。つまり蜷死原因は水カビであるとはっきりさせられて

 いるし、また.この水カビは水中薬剤撒布によって駆除する方法も分っている。

 テレてその薬剤の代表的なもの÷して前述した青色色素のマラカイドグリ'ン
 と消毒薬のポルァリンが.あげられているが、しかし実際にはこれらの予防法が

4



 普及し常用されたいらは、これらの措置で病原の限絶ができないからではない
 かとい弓疑問に立ってワタカブリ病を検討した結果・次のよ弓たことが考えられ

 るとしている。それはワタカプリ菌の性状と、戸ナギ皮膚患部や発生環境要因
 等の所見からワタカブリによる直接原因は疑が1らしい日
 その理由の一つとしてワタカフ.リ病になつた魚は同時にヒレ赤病の症状を示し
 ているものが多く、特に水カビ寄生患部の重症状のものはすべてがヒ1ノ赤病に
 一躍っているといえること㌧そしてそれらの皮.電患部からはヒレ赤菌が顕著に検
 出されるも、正常な皮膚部からは検出されないことはヒ1ノ赤病は恐らく擦・過傷
 咬傷などによる外傷や寄生虫'等爆よって皮膚抵抗性の衰えたところに起るので
 はないか。このヒレ赤病に一躍った患部にワ.タカブリ菌Iがつくのではないか(水

 ヵピは死物につくことが多いことから、他の原因でおかされた患部に寄生すえ
 こと。、とい弓想定からワタカフIリ病の第一原因はヒ1ノ赤菌ではないかと考え

 られるとしている。この説はもと静岡県水試浜名湖分場長野口博氏もその有力な支持
 者であるが、しかし現在これを結論づけることはてきたいとして次のように推

 論している旦(ユ)水カビは単独て直接ウナギに寄生することはたいと考え宇れ.る旦
 寄生は何らかの原因て1皮膚表層に炎症が起っている部分に始まるも9で、その

 皮膚炎症の原因としてヒレ赤菌が最も疑わしい。碍と共に体内に入った菌が血
 流によって皮.麿に運ばれ、そこに病巣を作る場合もあろうが、1直接外界からの

 一民r㍗:～辛;…も考一え三・1一,る。f2)したがって本病の予防対策としこは民本三;「一二はし

 レ」亦病を予防し、病菌の水中一拡散を防止することである。そのためにはサーレフ

 ァ剤や抗生剤を餌に混ぜて与・える・とか、現在多少疑問はあるがワクチンを与え

 て允択一:tをつくるとか、ま』=.ホル～リン等の殺断.一=、≠二1'土中に三・.亜布して汀一㍗の,支

 薗感染を防ぐたと'の方I法が=)る。吏にヒレ赤菌は餌の生魚の魚体について増殖

 し、それが感染源となる可能性もあるから餌の取り扱いに注意をすること、で

 きれば池の消毒も時々実行することであろう目13〕むろん水カビを殺すことは

 無意味ではない。むしろ積極的に有効である。少なくとも寄生水カビは・病勢の

 進けを助長し、回復を妨げると考えられるからである。このためにはマラカノ

 ドク.リーンやホルマリンを池中撒布するのがよい。(水1トンに対しマラカイ

 トグリーン0-2牙、ボルマリンユOO夕の濃度)しかしそれが決定的に病気

 をなくし死亡をなくする効果のないことはすでに述べたとおりて・ある。

 /!、ひれ赤病(ほうじに、腸マン、赤ヒ1ノ、(うなぎ)

 ひれ赤病は細菌による伝染病で、一緒、皮膚等発生する。病原菌はAerO-
 mo1ユaspanctata,Achronobaa二しer昌p。の2種類がある旦前者は極毛1

 本をもつ小梓菌、後者は両端の円い周毛性の桿菌である。ウナギはこれらの純
 一菌の単一あるいは両者の混合感染に、ヒつて慢性又は急性として発病して多くの

 病魚は蜷死する。シラスウナギは罹病しにく㌧、流行期は春から夏であるが、

 しかし周年病.魚を認める。また春季に流行する水生繭病,魚の中に多数この症病

 が認められる.症状の病理解剖学的変化は外観上胸鰭、しりびれ及び腹部の皮
 膚等の発赤、胃工門の拡張と、発赤、躯幹部に繧一房状の患部形成箸がある。内納



 所見では胚葉の周辺充血が著しくかつ肥大していることが多い二またじん駿の
 暖張がみられることもある。}防除法一予防衛生及び環境衛生の見地に立

 って定期的に池水の消毒及び池換ネ後1=消毒剤'の大通1撒布による池底の消毒が
 あげられる。池水消護には有効塩素量にするため晒粉の撒布は池水星の1/三0万
 になるよ弓にする。また薬剤撒布はその速効性を考慮して晴天を選び夜間舞上

 げしゃすい日をさけ用水量の豊富な時間を考えでできるだけ午前中か午后であ

 れば早いうちにけなう。池底消毒剤と一しては消石灰、晒粉を混合するのがよく

 給に腐敗泥の多い部分は踏み込むよ弓にすると効果的である昌

 !2、いかり出

 いかり虫は寄生性一概一脚類に属し学一名はL畠ma日aCypninaoeaとい㌧L.ele-
 gansと同一種と認められている。雌虫は全長・20〃五位で頭部が錯形をしてい
 る。幼虫、期には自由に游'泳及ぴ寄生を行なっているが第5コペポード期になる

 と成熟し交接後雌虫だけがI変形して魚に寄生する。雄虫は交接後死ぬので固着

 寄.生をしない。3月末頃から4月中旬に越冬雌虫から婚化した虫は12月上句
 頃まで4～5世代の交番を行なって約ユO～ユ5日で雌虫変形に達する。1個

 の雌虫が2回抱卵することも参り、1回の抱卵数が約200個内外であるので
 伝播は短時日1こ広汎1こ及ぶ。コイ・キンギョ・・ウナギ等の温水性.魚類の皮下、

 '一哉1一・は口』三1一'占膜に縦、.。.・・茸入し一(過微をビランさせ摂餌不能;・おち入らし;j・
 蜷死させる目したがってその被害は大きい。一罹病期は大体4月川ユ1月である。

 一防除法一まづ幼虫の駆除を考え亭べきで・全池水量の×。万の晒粉又
 .・一11ガklいX.i1万1.1のデイフテレツダを越冬雌虫'の産脳であろト・
 月にかけて5～9回撒布すると幼虫は殺滅できる。しかし用水が河川水である

 場合にはその水系の雑I、魚にイカリ虫・が寄生していて、これによって侵入する恐

 れ赤おるのゼ池水消毒を定期的に行な『必要がある。

 /3、うきぶくろ病

 キンギョ、コイ等に拘る病害で阿形な当のを.除いては長期間低水温で飼育さ

 れた魚、あるいは冬囲いを出た直後の,魚に起りやすい。病魚は平衡失調のtめ

 水面近くに浮んだり、水底ξこ横臥したりあるいは逆さま状態で生きているが、

 観賞的価値がたくなるので軽視できない疾・病である。原因は内職増大による.簿、

 の圧迫、または簿組織の脂肪変性などにあるので調餌与こ注意し、過剰な給餌を
 さけるようにし、低水温が長期間続かないよ弓に注意するとよい。

 /4、おたふく.病(すっぽん)

 紬薗性伝染病で咽喉部が腫れることからこの呼称がある。腹部には赤斑が現
 われ、眼が白濁して失明するものも多く観察される。これに罹ったすつほんは
 一般一に無気力、不活濃で頚をのばして静止しているものが多い。病原菌はウナギ=
 ギのヒレ赤病菌と同じもので、テラマイシン、オ]1ノオマイシン、クロ・マイ

 セチン等の抗生剤を腹睦内に注射して治療することができる。また幼ガメ1こは



 餌にTM-5等を混ぜて与えるのもよい旦

 z5、卵の水生菌病

 魚卵の人工緒化中に死卵に着生繁殖する水生菌Sapro■egnia属の水ヵピが

 他の健全な卵を覆い著しく舘化率を低下せしめることはしぱしぱ経蒙されるの

 であるが、これを防止するため魚卵の拷化中検卵を行ない、あるいは各種消毒
 薬を使用して水生菌の発育を防止し、神化率を向上、させることは重要な瑚1項で
 ある。

 次に鯉卵の消一窪法について£,3の方I法をあげると(カ海水浸漬鯉卵を海水に

 浸漬して水生菌を完全に制圧して、かつ解化に支障のない海水濃度は見当らな
 いが、傍化卵に悪影響のない水生菌の発育を幾分抑制するという範囲の比重は
 ユσO～13.0の間で浸漬時間5～ユO分の間が最も良好であったという。

 (2)マラカイドク'リーン鯉の死卵に発生する水隼薗の発育を防止し・鮮化に悪
 影響のない本剤の濃度は×O万～ユ/50万で浸漬時間ユO～60分であ'るとさ
 れている。(3〕ホルマリン液5系に30分間浸漬、.以上の薬剤等による消毒法
 の効果は著しいものがあるが、中でもマラカイトグリーンによる一のが顕著であ

 るとい弓。卵に着生する水生一菌は正常な卵に寄生せず、死卵または損儀卵;こ寄

 生し、短期間に繁殖していって次.第に菌糸で周囲の健全な卵を覆って致死させ



 えりん手調味配合比較試,験

製造部

 みりん手製造において調味液の配合如何が製島の品質及ぴ生産費に大きく影響
 するの一で、業界普及への指針とするため従来の鯉法による生産原価に影響しない
 範囲内で調味配合を検討し、晶質改良上あ資料とした日
 1.、原料、調理

 用冒肪の少ない鮮度の良いあじを原料とし、頭切、腹開・内蔵除去後甲骨を
 2/≡程度除ぎ40分間氷晒しの後水切30分を行なって第王表に示す調味液に
 夫々ユ.5℃4時間、O℃44時間浸漬、ユ5～20℃ユ2時間日乾乾燥した。
 2、調味配合

 第ユ表に示すユ～3の調味配合中ユは従来本県みj〕ん手製造業者のものであ
 り、2～3は正純減少分を食塩水を以ってヵパーし2は砂糖・3は水あめの添
 加により呈味附与を略且と一定とするよう調整した。
 なお、調味材料費はユ～3区を通じユの限度内とした。

 第ユ表調味配合区分(浸漬原料の30第液量に対する百分比)

           ㌧.口I㌃I㌔一一、区分ロロf]一」。、㌔、㌧■∴23           ⊥

           一

           一{一=一一r;・つ5第o・一〃I           」一UI3G采
           ■■一''一一一一■.^.一一'一'

           新白繕54.54.5

           食塩ユ2二2
           一一一'I1■'.一.一_■_____L'■一」■一一一'一一一一一一■■

           砂糟i015
           水あめ5

           水43.543.5」
           各区昇の調味に味の素O.5第、タリンサンO・25第、分散性BH-rO.(

■1■

 各区分の調味に味の素05第、タリンサノ025第分散性BHrO05%
 ソ〃ビンサンヵリO一ユ実を使用した。

 例原料,魚ユ箱処理時の調味液量(調味液3'一1フとして)
        ■II止一一■

        ロルIロロ'口区分、一、'、一一123
        醤油2.850890089008

        』'新自糖150一工35135

        食痘_I』1O360.360

        秒値そ目O300王50

        水あめOO王50

        一水Oユ,300ユ■300

        上記の外味の素ユ5～ユ88、タリンサン7,58,BH一エユ.58、ソルビンサンカ

寸

 上記の外味の素ユ5～ユ88、月リンサン758,BHエユ58、ソルビンサンヵリ38使用。
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 3、仕上液塗布
 第4表に示す配合勘合の仕上液を乾丁前に筆で塗布、直ち樗一白コ'マを撒布、

 更に4時間乾燥して乾了した。

 4、歩留

 第2表、製品歩留

       慕こ区分123
       原料4.0608工OO第4.0608ユ00弟4.060800第
       調味後3.OOO73.83.OOO73.83.OOO73.8

       調味浸漬後3.3つO82.93.3008ユ.53,4108ム1

       製品1270131.51.33032.7ユ.34033.0

 5、生産原価

第3表原価構成

        品名単価123

        醤油ユ。8～60円2850夕97円900830円60900牙30円60
        畑三8360650        篇」告皿白糖1        ユ00833ユ5049-51354460::1†、三1

        水あめ刃ユ30王9-50

        砂糖;1アユ30ユ50石。。十■、、丁、、。ユ9-50
        味の素夕1ユ515ユ5ユ5ユ5ユ5

        .タ・リγサン80お754.57-5450I7.54.50

        BHT(分散性)チエ.81.52.70ユ52.ワ0ユ、52η0

        ソルビンサ:/カリ8ユ333333

        原料魚η321箱480480480

        計651.70625.90625.90

        型.品数量4八二82肺コ60袋60袋60袋
        ユ袋原価1O円8。10円4310冊3

 つや出し液は大略鮮魚三箱に付片面塗布の場合5009、

 エ,0008を必要とした。

 両面塗布の場合は
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 第4表配合割合(片面5008として原料ユ箱分に対し.て〕..             ''一^【一一一'一、}.o

             晶名第数量車価'金類

             水7ワタ385'
             白砂糖1o50畑ユ306.50
             7ヲビヤコ'ム末I360gO・0,32.60

             計ろ9.ユO

             製品ユ袋当り39.王0÷OOO.65

 一(注)上記つや出し液中に防.カビ剤ソルビン酸カリ39程度の使用が好ましい。

 6、..考一.察
 (a)漁村加工として盛んになりつ』あるみりん干の調味割合についてあじを・原

 料として理品化し、外観、色沢について観察した結果第1表に示す配合割合

 の3・2・ユの順に品質良好で本県みりん手製品改良へg足が』りとたった自
 一方試食結果に於いても3が優れており、生産原価に於て殆んど従来経費と

 大差ないので調味配合の繁雑さはあっても理品品質の向上を図るべきである

 と考える。

 (oなお高温季1g製{…告に肖っては等カビ等1こよる変敗が懸念されるので、許可
 薬品である抗酸化剤(BHT等)及び防カビ剤ソルビン酸カリ等の適正使用
 を怠ってはならな二い。

定置観測(5月分)

 ・養殖部

 ○.・旬別平均水温。比重(満潮時〕

         1水温C1比重δユ5         旬

         本年前句差一前年同期差平年差1本年前句差,前年同期差11一平年差
         上.1・…十〇.69十〇.04十0.0526.38十〇.3ユ一〇.ユ3十ユ.2ユ
         中」・Oユ。十ユ.45十0.43十〇.47125.ユ9`一ユ.ユ9一1601一〇.ユエ
         下112ユエ7十ユ。・1十1.2ワ十0351一1・・…十ユ.28一〇.42十ユ.36
         月平均i・α・・1十3.23十〇.8ユ斗033一125.9ユー'O.37一〇.8ユ十〇.ワ2
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水温

 ユ6.8～23-4℃の大巾な変動を示一した。上句は平年並、中、下旬でO-4℃

 の高目であった。

 月平均水.温は・α・tて、前月.より・℃岬温し一前年同期より…℃高く
 平年水温より〇二3℃高目を示した。一

比一重

 23.6～271エと変動した。中旬前半に平年より低目を示Iした一はかば平年よ

 り高かんが続いて亡・る日月平均比重は25.・9と前月より約O-4低下し、平年よ
 りO.7高日を示'した。

 5月の水温。比重

本年

平年

水温

比重



 わかめ養殖試験について一

養殖部

 南限漁場として制限要因の多い本県下のわか坤養殖1こついては・従来消極的た
 増殖手段が講じられていながら、環境要因?変動に大きく左右され顕著一な効果は
 期待できなかったが、昭和36年度から積極的な栽培養殖をはかろうと、配偶体
 の培養から引続いていかだ養殖という一連の試験を行なってきた。
 4・0年度は.養殖成績を支壷する配偶体の培養に重点をおき、38年度までの海

 中培養から、陸上コンクリートタンクないしは室内水槽での培養にきりかえ・生
 産された種苗縄でいかた養殖したところかなりの好結果がえられ、普及奨励の段
 階に達した。

 I、種.苗縄の培養
 (a)コンクリートタンクー書号窒

 ○場所:出水郡東町薄井(東町漁協の施設)
 Q採苗月日とわかめ原産地及び培養数:

 5月12日東町葛輪産、約5・000m

 ○方法.:.硬質ビニール3以パイプを60×55-Cmに細工して枠とし、こ
 .九にクレモナ糸(王号、る6木)を約200川巻込み、滋走子付

 けしてから1.3棚・容のコングO一トタンクに25連吊下げゴこ。成

 実養は約2,O時間蔭干ししたものセ、種糸ユ00m当り5株を使
 用した。

 ○培養管理と鯖果二

 培養開始後5'日目に第ユ回の換水を行なってからユO月まで、毎
 月2回全・量の換水を行ない、ユエ月1こ八ってからは大体5日間隔

 で換水し、ユO月25日12連、ユエ月22日に13連を自然海
 面のいかだに吊下げ、芽胞体の伸長をはかった。'

 培養タンクの水温、比重、光線量は毎日測定し(研究グループに
 委託)その句平均は第.ユ表に示すとおリである、

 水温は5月中句から6月下旬まで22p以下、7月上句に至って
 23℃は上となり甲個体の休眠期にはいった。この休眠期までの
 期間が比較的長かったためか;配偶体の20細胞位に徒長したも

 のがあり、しかも種糸枠g上下反転回数が培養初期の段階で少な
 かったため、かなりの成長ムラが認められた自

 一夏季におけるタンク内最高水温は28.2℃を示したが、酉己個体の
 生残率は極めてよく、ユO月中句には殆んど芽胞体;こ発芽し、最

 高3冊硯、最低0・06月パこ一達し、種糸ユ。m当りユO～40本の発

 芽がみられた。

 明光下におく時期がやL遅れ(10月下旬)しかも枠の反転が充

 分でなかった㌧め、枠ρ上面だけがよく伸長して相当の差が生じ
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第1表  培養クシクの水温、比重、光線量の・向変化

               水温・比重照度備考               句別表一面IEiユ反L高最俸
               V'中旬..ユ9一ユ21.2ユ8.624.8ユ2.OOO・千4.5.O'0
               下〃20.2.21.5ユ9.325.ユ7ユ.500～4,500・.

               上〃21.525.311,000～4.500'一               21.220.2

               w中〃21.922.521.O25,4940Q～ユ.000遮光

               下〃21.522.220.525.55500～ユ・早0-O

               上〃23.824.8・6500～1,500一

               珊中〃26.91ポ124.9工3q.O～2.000
               下〃27,528.O25-O25.27500～ユ.500

               上〃27.527.826.52465300～41d'O'O・台風セ側板はがれる

               w中〃27.828一・.127.02ら.0930g～1・5ρO

               下〃27.928.227.2.2.5.68〃

               ?7..ア仁一!一「こ三5.二5

               上4'■一一中二〃一H[⊃。'一一一u一一一I.24・睾26.824.924.89〃
               下〃22.2一、25.I'5。凹■.一25150・呈」__.__...r._..._.._____               双'一一X一千2.9``一21.724.4〃               一I・一一''⊥_'一一'''一一■I

               上〃£2.82⊥.5〃

               中〃2ユ.822.52Q・8一24195500～2,ooo

               下〃20.92a5'2-O.O…5.3511500二5.σOO一上屋掩い=側板ユー郁取外し

               上〃ユ9.52ユ.一〇ユ8.725.53〃

               、河中〃.ユ§・q20.5ユ7.2一25.66".

               下〃ユ5.918.5土4.525.84〃

上4  ⊃.。.、ゴー5-51

.÷]
 上屋掩い、側板1郁取外し

 。印で・水温がξ・t前後に・たる・月中下旬1こ1子羊線長を大き/し・
 粋のキ下反転も卵にfτな1べきと思われる一
 ユO月24日沖出レレたユ芦秤のやのは、.養殖縄に展開した、ユ2

 月上句に」よすべ下肉眼可埠の芽胞外に伸長して、最高ユ6属〃にも達す
 る和の李.ギて付着物の着生ψなか?たが二・1勺・・日沖出しし
 たものは最禽1・8〃iでまだ肉眼で認められないものが多く、かなりの
 差が生じ成熟1足進ないしは芽胞休の伸長をはかるたやg沖田←は、東
 I町地牛叩守水温が23℃千1タド午低下するユO一々・中=句に行なうべき七
 もると考える。
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 この培養成績によって、東町地先のコ・シクリートタンク培養作業の
 基準として、5月中旬“"。遊走子付け、換水、5月下旬～6月下句
 。““換水、上下反転、・明光下で配で禺体の成長をはかる口7月上句～
 9月上伊“・`一換水、遮一光て配偶体枯死の防止、9月中俳““換水、
 上下反'転、明光で配偶体の再生長成熟促進、1o月中都“"沖出し
 で芽胞体伸長促進、ユエ月下旬。・・“養殖縄展開という過程が考えら
 れる。

 ㈹室内水槽培養

 ○場所:本場実験室

 ○採苗月日とわかめ原産地及び培養数:

 5月2ユ日暮輪地先約340m

 5月27日野口地先ユ30m

 6月2日阿久根地先工20m
 6月2日山川地先ユ20m

 ○方法:径4腕のビニ'〃溶接樺を20×8cmに加工したものと、22
 ×ユ2cmのガラス板を枠としてクレモナ糸(ユ号36本)を巻込

 み、遊走子付けしてから154容ガラス水槽一に収容して培養した。

 o,害宇…憎;理三と余吉果:

 各水十二1といき1}1三'一1一、4麦5己以内に1ガ.画の水練えを・=∴1・.1I'二・1一ら

 7・S1、を除いて毎月2～3回全L;・水し・換水の;l1二KH050ユ吻
 工可aHPC40-02mを施肥したほか、6月下句～ユ0月上句の間2個
 の水井・{1.一.水道統水。⊃Wa-Ler一・Lathrl・Iこ収容し、他の.1博は室内に

 二=よL丘して1大温の二.1三1=は行;なわな刀パ'一j.ヒ。

 光線量は、水槽位置をかえることによって加減したが(500～

 3000L岨)、高水温時に(最高29.6℃〕おける枯死は少なく

 ユ0月中旬には.芽胞体がみられるようになった。しかしWater-
 Bath中に収容したのは夏でも水温は26℃以内にとどめられ・たが

 明光下におく時期(王O月中旬〕が遅過ぎた』め発芽がおくれ、全

 部の水槽について11月下句東町地先に沖出ししたが、ユ2月上句

 には最・高2・5刷・平均O・ワ欄であった。

 芽胞体の発芽数は極めてよく、種糸の全面に1cln当り30本以、止

 みられ、室内の小水槽でも充分培養てIき、特に心配した夏季の水温

 上昇も予想外に悪影響i・また'かった。

 以上の培養.試験によって生産された種苗縄は、普及貿を通じて研究

 ク.ルーフーあるいは漁協へ約3,500mを配付して試.験養殖したが、

 としき島地区を除いて6地先とも良好な成績をえた旦

 ]Iいかだ養殖試験

 ○場所:東町高輪、市来崎、両地先

 ○張込月日といかた一台数:

 一ユ4'



 蔦・輪地先ユ2月5日501n

 市来崎地先12月2日一50m

 工合,一工00m

2台

工合

 ○いかだの構造、規模  下図のとおりである。

 ○張込み方法

 径18〃の'一わらなわを親縄として種苗縄を約ユ5cm.間隔で逆巻付、け

 し、水深ユm層からユm間隔で2～3層に;径6〃皿のわらなわで吊下げ
 た。即ち、予めいかだと養殖縄は海面に施設しておき'、ぽしから養殖縄
 を船上に持上げて種苗縄を巻こみ、順次おもりをつけて吊下げた。

 葛宇■萬、市…1.着地先のユ2貫、二・ら3月下旬までの≡吉111㌃水温の旬二」変

 化は第ユ図のとおりで、いずれも高輪地先が低目を示し、ユ2月下旬～
 3月」二句ポ引文ユ5℃以下で。、わかめ生長適温である;1-1、市来崎地先で

 は二三月一F'.1'一=一こ三5℃以上二示し、更1こ2'≡」一τ..j一二な一二と人二.jcj一し

 上に上昇してわかめ生長適温の期間が短かい。

 第一ユ図

蔦輪

 この水温変化が示すとふり、わかめの生長も第2図のとおり同じサ・fズ
 の種苗を同じ時期に善殖したものでも相当の差異.が生じ、高輪地先では



 ユ月下旬にすでにユ血以上と一
 なって出荷し始めたのに一対し

 市来崎地先では2月一中句に至
 ってからユm以上となり始め

 て採取された。

 一方、種苗サイズの異なる

 ものを同時期に養殖した場・合

 のわかめ生長をみると、第3

 図のとおりで・ユ2月上句に

 平均8舳の芽胞体を展開した」
 ものは順調に生育しているが

 平均0・ワ凧籠の芽胞体のものは

 生長がおくれ、ユ月下句頃か

 らよく伸び始めて2月中旬に

 ぼ未桔れもあ?て3月上句で
 もユm以下であった。

 このことから早期生産、即ち

 ユ月中旬頃から採取するため

 一:Jには芽胞二=1パ5〃〃以上に達

 した種苗を使用すべきと思わ

 れる。

 特に食害生物であるワ1ノ

 カラ類の多い漁場では、

 芽胞体サイズと養殖開始

 時期との関係を考慮する

 必要がある弓^市来崎地

 先のユ台は芽胞体のサイ

 ズが小さすざて、食害査

 が生長量(わか均の}を一

 上廻つい外殆んど生
 印卵・られなかつ㍍
 たお、原産地別のわかめ

 生長度は第4図のとおり

 そ“野i、山一〕1丁睦は生長
 が悪いF.これは芽胞体サ

 ,・.イ子・カ1木さ、か㍗関係一も
 苧肴・牟.ソ出・jl!竿先学・9一季
 ρを除いて大体原産地わ

第2図  地先別わかめ一成・長

靖3図  種苗サイズ別わかめ成長(市来崎)



 かめの形質を保って

 いる。

 川11地先産のものが

 特に愚かったのは当

 地先が外洋性の漁場

 であるのに、内湾性

 の漁場で養殖した』

 めではないかと思わ

 れる。

 ところで、採取量に

 ついては、試験地別

 成実葉産地別の生産

 量をみると、第2表

 に示したとおりであ

 る。

 即ち、高輪、市来崎

 両地先ともタンク培

 養した葛輪原産のも

 のが最もよく、二`:二竜

 縄ユm当り3κ以上

 の生産をあげたのに

 対し、室内培養の野口、阿久根、山川地化・'バ)のは3tワ以下であつセ。

 .・手1こ、市来.崎増I-1こ1寸コ、一I.二11..三.!フ川プl111二よ1'1さカし一全然生圧はたかっ

 た。採取されたわかめは、生わかめとして水俣・牛深、阿久鮒出肴したが・価
 格が勾当り40円～王ユ0円であった」め養殖縄エm当り300円の粗収入は達
 せられなかった。

高輪
阿久根

野口

山川

第2表

            採取月日■            也先原産地養殖縄数養殖縄ユm当生産量工4ソ6I。ユ%王円/、229
            高輪(タンク)ユ50胆3.46切62ユエ52301ユ3

            野口(室内)50ユ.724640            葛輸.阿久根(")502.26545
            山川(〃〕50ユ.242438

            葛輪(タンク)ユOO29590957040

            市・来崎.野口(富内)500
            阿久根(〃)50O



大口養.魚場業務概況(4月分)

大口養魚場

 /、概況

 例年4月になるとアユ.飼育を始めるが、今年は海産・河川産ともかつてない
 不漁に見舞われ、種苗不足が欠きた問題となっている。原因としては気象の変
 化、環境汚染との関係及ひ海中生活時代の減耗等々いろいろ考えられようが・

 7ユ種苗は本県の重要乍資源であるため真因を究明して今后の対策を講ずべき
 て・あろう。

 ニジマスふ化稚魚.も順調な成育を続けているが、一部に例年の病気が発生してト
 いるが魚や器具等の消毒を行なって感染をしないように努めている。

 2、飼育概要

        4月1日処分内訳4月末日5月エ日からの組替え
        魚種名一一一一'        推定飼育数販売数死一魚不明減耗推定飼育数種別推定飼育数

        稚マスビ尾ビ97,350ヒ稚マス        (1年魚〕2ユ6975,5σ00'3.32566,300(恥44切)(O年魚)ヒワ72戸75.

        食用マス佃420-64・佃420食用マス        O及'候補魚佃2,864
        一一一一一■■■一川■一一一一■

        亡ヒ418ヒ4ユ5÷ビピ・ノ        工3一一21405親マス侯1=…」;1一;05
        ■一'一一一■

        寸二ピ親マスビ        4ユ21
        一'一''一〇一←''.一■■

        11一ユゴイしI         」ユ880OOビ'ユ88親].イビ三38
        稚コーイ
        (ユ年魚)ビ41,7ユOOOビ.4叩ユ0一ピ1,UOO稚]'イヒユ。000

        稚マスピ866,890ピ54,500ピ        (O年魚)40ρ15一ピ772,375・
 稚マス(ユ年魚)及び稚コ'イ(ユ年魚〕は全休の池取揚げを行なった結果

 不明減耗数がかなり大きな数であったが、これはユ年間の友喰、鳥獣害、逃

 逸等による不明数である。

 『㍗稚マスユ年魚はすでに食用規格になっているものもいるため、食用マス及
 候補,魚、に組入れる。

 3、給餌の概要

＼

 ‡生立斗㌃コイー
 マス稚魚用高下・・.・・…



          マス稚魚用。佑3佃25切切佃
          `           マス成魚用κ4～298.OIポ
          フイ1トオH1062ユ7ユ.4           ■一1一

          ユ5.455.94.9

         
 

一

          計'           I1

㍗

 4、種苗配付状I沢

氏名1尾

西川慎二郎

湯通堂保1

蓮尾陽一

斎藤資部

 数」住
5000尾薩摩郡東郷町

40,OOO

5.000

94,900

指宿而十=町3736

 所」j苗用主」

 串木野市下名ユ2955

 熊本県球摩郡山江村熊本試1.u江分場・

 _⊥!上讐」_

池中養殖用1

1「」

 ぶ、・二月の動き

 各魚種とも4月になれば飼育開始で餌付、急病その他養.魚家にとって多忙な一

 ・ξ1日となる。ことに急病関係の相談、治療対策箏依頼が多くなった。

 ・;臼51=1花アユニア==胃状…1一こ編査寿三入、.二1iざ∴木、忘い∫1工

 今年は前にも述べたとおり各河川ともそ上が悪く、例年3月から捕れるの

 が未だ全然見られない河川もある。水温との関係だと言r声も聞くが、生物

 学的、社会学的な調査が必要である。

4月8日内水面地域振興対策協議会鹿児島市

 池田湖、鯉池開発についての協議

 4月ユ9日養鯉同好会出席宮之城町

4月25日無病指導薩摩町

 コイ(半仔)にモノフラシン(成長促進)を与えすぎて薬害によりI2,000
 尾程旺が蛯死。

4月26日点病指導加治木

 アユの腸炎による死亡と診断してサルフ7剤の投薬をす㌧めた。また面積

 に対して放春一尾数が多いことも死亡につながっているよ弓に恩=!っれる。

 4月28日{隻重浬ヨ信幸,三皇メ!」刷丁

 コイの飼育指導及び造池指導を行なう。

一19一



 4月の平均水温(用水路)

 月の〕騒商'  ユ8。ユ℃(4月1…8目〕

 月の最低  8.4℃(4月三日I)



奄美短信

 例年にない長雨も終りに近づき、五月晴れの日差しも強くなり、本格的な夏と
 なりました。さて今回は現在フームになりつ㌧ある海産熱帯魚について、供給地

 としての竜一美の近況をお伝えしましよr。

 以前から盛んに行なわれていた淡水産熱帯魚の飼育観賞に対して、最近になって
 フ'一ムとたった海産熱帯魚は沖縄、台湾、遠くはフィリピン等からも輸入され、

 その珍奇なもの(ニシキヤツコ、チリメンキンチヤクダイ等・〕はユ尾数万円で好
 事家に買取られている。このような現一状から東京の某社が奄美の魚に着一1ヨし、こ
 れを東京まで翰.送する事を考え着目した。当初古仁屋又は名瀬から空港一迄陸送し

 鹿児島経由で送ったが、空港一迄の名にしおう悪路のため魚の損傷がはげしく、着・

 いた時には大部分が蛯死寸前であった。そこで別のルートとして古仁屋又は名瀬

 から定期船にて鹿児島へ送り、更に空港まで陸送して、航空便で送ったが、この

 場合は若干良好であったが一風夜以上における輸送はやはり相当数の魚を蜷死さ

 せ、今後の輸送上の最大の問題点となっている。むしろ沖縄からの場合は奄美と
 違って道杵も臭く空1撞き九、空;竺迄の喩送が易しく、更にジニツト便で送1:て・ぜ砿
 時間で〕青くわけである。そ・ごて1苛概な姐空便を使って(奄美～二.こ京間、ユOO幻

 で約4万円)、引合うかという点であるが、一例としてあげると、小型のス寸メ
 グイの類(デバスズメ,ルリスズメー等)が三,三30Hて買取.られ、これカ;需要地

 て・構ニュ2C～・300円(5～エ0倍=)となり、チョウチョウフォしDタ貫一⊂200～

 300円のものがユ千円～5千円(5～20倍〕となり、輸送が困難なキンチヤ

 クダイの類はユ万円～3万円(40倍以上)という値がつくのである。そこで工

 初当り水量共に3尾として、ユ00切で300尾の輸送は現場平・均買上げ価格を

 ユ尾ユOO円として3万円にフ.ラス運賃4万円、諸雑費3フラ円の計ユO万円とし

 ても200尾留まりの場合ユ尾1千円として20万円となるが、たかなか日下の

 ところは計算通りにはいかないよ弓である互いかにこの留まりを良くするか、つ

 まり捕獲から一時蓄養そして輸送技術という.貞、にしほられる量1)けである。

 叉奄美の熱帯一魚は沖縄等一に比べて珍・奇なものが多く、最終価格が万円単位で取引

 きされるものが少なくたい。例えば、ナンヨウハギ,チリメンヤッコグィ,ヒ1ノ

 ナガハギ,一リ'ザナミヤツコ,ソメワケヤツコ,ハナクロチョウチョウウオ,=シ

 キヤツコ等で普通多くみられるスズメダイの類,ツノダシ,=ザグイ,ハタ.クテ

 グイの類、チョウチョウウオの類,クマノミの類等ユ千尾の捕獲に.対してユ0～

 20尾しか獲れたいし、輸送が困難なためにこのように高価と.なっている日

 これまでタカサコ'、ムロ等に混獲されて、雑魚として全くかえりみられなかっ

 たこれらの魚類が、主力こすこと1こより高価なものとして取引きされ得る事は、奄
 美の一つの大きな有用資源となる可能性を含んでいるといえよう。現在のところ

 需要が多くて供給がとても追いつかない現状であるので、捕獲、輸送等の技術面



 の問題を解決していま事によヅ本邦七唯一の大量供給地としてきわめそ有望で
 あると思われる。いずれに.して毛淡.水産熱帯魚・と牢.ぺ・ものにならないほど美麗で
 珍らしい形をした奄美産の魚かど・んどん移出さ机る・日も遠くない事てあろ弓。

 ヒS,F生)

業務概況

 人工餌科…こよるハマチ蓄養試殴
 第・一期とし・て一一ξ月王'ユ・日から20日間大。中。・」＼型の3区分に分けて解付

 試験を・げない,一5月一30日'魚体測定一を行なった。

 なお、第三期は一同一供試魚のrちワ00尾を用いて簑成試験を実施、'前期測

 定を7月ユ日に行ポ『予定。
(担当者  畠山.国雄,九万E口L己,上田  忠男,弟子ヲL修,尭牧 孝行)

 ブリの蓄養指導

 例年こしき.島、鹿島地先においては、定置網にヤセフ'リが採捕され'る赤、

 本年度から鹿.島漁協そばブリの蓄養事業をはじめたので、餌付管理及び.病害

 対策指導Iを行たった。(5月28日)I (担当者  九万田一己、

 かん水養.魚池水質調査

 米ノ津地先年おける誰魚油の水質調査を6月8,9日に行ない∴現在資料
 取纏め.中回. (担当者 上田忠男,一弟手丸修)

漁業部

照南丸

 潰一泊王子兄海=・一声羊ξ稟項目(6月1日川}ユ'白}

(担当若竹下 克一)

か・もめ

 沿岸マグロ延縄漁業…式験(・第i次)  (・6月7目～ユ・d日〕

(担当者岩倉栄一)



 ○創造部

{=?魚肉珪素利用試験

 ヵツォ利用新輝製品開発への一曜とし・サパを原料と一,レ各種鯨分解剤の
 、作用萄果を検討し融液の魚臭9除去・芳香の附与1こついセの予備榊を継
 続寒地した。(担当者..基枝登)・
携魚卵利用試験

 採卵原料を調味のうえ魚雷へ充てんし、くん制することにより風味あるか

 らすみ様製品化を試みた。(相当者藤田一⊥

 二3くん材別サバくん製試験

 前月の予備試験に基づきくん材別音ζよるサバくん理を実施し製品への芳香

 色沢について検討した。(与亘当者木下耕之進)
 干㍗シイラ凍結処理

 加工原料魚の長期凍蔵による変敗防止.を図るためシイラのグ1ノーズ処理を
 以て経日毎の変化を調査中目(担当者藤田面)

 1三:;サザエ粕漬製造
 未利用資源活用の一端とし粕漬製品による商品価値を検討した。

 (担当者藤・田穣,木下耕之進)

 ○養殖部、

 ・三=ゴアワビ幼生飼育

 前月に引続きアワビの稚貝を室内水槽で飼育中であるが、.この史の435
 個を6月22日用易5日に15～容のポリパケツ3個に収容、これにはアオ
 サや緑藻、珪藻類の付着一した天然の岩石を人1;して咲鳥水族罐一・〕外池に垂下し、
 室内と海面での飼育試験中。

 (担当者稚原久幸,山口昭宣〕
 訳イセエビのワイロソーマ飼育

 6月13日,27日に桜島水族館でふ化したフイロソI一マ幼生を室'内水槽

 海面垂下で飼育試験中である。昨年度は7月ユー1日に.第一回目がふ化してお

 り今年はユケ月早い。(担当者山1]昭宣,椎原久幸〕
 I1ユアコ・ヤ採苗調査

 採苗漁場の探索、採苗適期の究明、採苗稚貝の形質判定を目的に鹿児島湾

 内エケ所(福山、あい良、牛根、海潟)、東町3ケ所(脇崎、伊唐、本浦)

 のほか片浦湾、浦内湾の計9ケ所で6月上句から定点観測、ネット採集、コ

 レクター設置の項目について開始し±。(担当者瀬戸口勇)

 一ワカメ配偶体培養管理

 6月1日、ユエ日谷山市、6月9日東町、6月23日鹿児.島市漁協が培養

 中のワカメ配偶体について、検鏡観察し管理について適宜指示した。

(担当者瀬戸口勇)

 嚇ノリ糸状体培養管理
 6月8,9日出水市漁協培養場の管理指導。(担当者新村巌)
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 §大島分場'
 ○'漁業係

 帝カツ}漁況調査
 餌料キ～ナ]・は北大島海域が不振のため大島海1峡に集中して採捕をなし

 漁獲は昨年並、。一～中合漁況は5月末～6月始めにゃ』好転したが日々の変動

 が大きい。

 ○靱造係

 。.㌧ウ=加工試験
 ウ=加工指導(諦≡.島水産加工所)

 し13大島海峡観測分析(表面水温23・5℃前後)

 ○養殖係

 食5月ユ9日～6月3日先進地採苗施設視察
 カキ研究所(気仙沼市〕、陸奥湾水産.増殖研究所(むつ市〕、東北海区

 水産研究所、東海区水産研究所、東京大学、東京水産大学、東北大学等。
 (マベ協会職員を含む)

 ・二;5月U日
 37、こ.一1,5パ・1、・べを='j1.1}へ;'1ミ売二

 6月王3ヨ

 マベt劣会場水施設試運伝目

 〔・、ε月三3日

 イ・ヒェビI・・カー■I.Il.一,一二111こ

 餌料培着試験継続中。
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